
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
の
オ
ル
セ
ー
市
場
第
4
区
。

車
に
バ
イ
ク
、
自
転
車
が
無
数
に
行
き
交
う
に
ぎ

や
か
な
通
り
に
面
す
る
ビ
ル
の
１
階
で
、
数
人
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
人
が
地
図
を
囲
ん
で
話
し
合
っ
て
い
る
。

「
１
９
９
８
年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
の
と
き
は
、
第

4
区
は
全
4
村
で
し
た
が
、
こ
の
10
年
で
8
村
に

増
え
ま
し
た
。
人
口
は
４
０
０
０
人
ほ
ど
で
す
」

「
第
7
村
は
何
世
帯
あ
り
ま
す
か
？
」

「
１
７
０
世
帯
で
す
」

「
じ
ゃ
あ
2
つ
の
調
査
区
に
分
け
な
け
れ
ば
。
目

印
が
な
い
か
ら
区
切
り
に
く
い
な
ぁ
」
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10年ぶりの人口
センサス、成功の
カギは人材育成
日本ではほぼ5年ごとに行われている国勢調査（人
口センサス）。人口や世帯の実態を明らかにする最
も基本的な統計調査で、国の政策・計画づくりの基
礎となるものだ。この人口センサスが、2008年にカ
ンボジアで10年ぶりに実施される。JICAは調査が
円滑に行われるよう、「政府統計能力向上計画フェー
ズ2」を07年4月に開始し、統計に携わる人材の育成
を支援している。

カンボジア
CAMBODIA

も
る
が
、
慣
れ
て
い
る
の
か
誰
も
気

に
す
る
様
子
は
な
い
。

「
こ
の
角
の
世
帯
の
名
前
は
？
」

「
え
え
と
、
何
だ
っ
た
か
し
ら
、
電

話
販
売
店
な
ん
だ
け
ど
…
こ
っ
ち
は

電
気
器
具
店
よ
」

調
査
区
の
地
図
を
描
く
シ
エ
ン
・

リ
ッ
ト
さ
ん
が
鉛
筆
で
て
き
ぱ
き
と

書
き
込
ん
で
い
く
。

「
こ
れ
ら
の
情
報
は
後
で
正
し
い
か

ど
う
か
歩
い
て
確
認
す
る
ん
で
す
よ
」

と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
柴
沼
晃
さ
ん

が
教
え
て
く
れ
た
。

全
国
約
１
４
０
０
万
人
が
対
象
と

話
し
合
っ
て
い
る
の
は
、
計
画
省
統
計
局
（
Ｎ

Ｉ
Ｓ
）
の
職
員
と
、
イ
エ
ン
・
ソ
キ
ム
区
長
や
第

7
村
の
サ
オ
ム
・
チ
ャ
ン
・
ボ
ー
村
長
た
ち
。
彼

ら
は
今
、
２
０
０
８
年
3
月
に
実
施
さ
れ
る
人
口

セ
ン
サ
ス
に
向
け
て
、
オ
ル
セ
ー
市
場
第
4
区
第

7
村
の
調
査
区
設
定
作
業
の
真
っ
最
中
だ
。
調
査

区
と
は
、
１
人
の
調
査
員
が
調
査
を
受
け
持
つ
区

域
の
こ
と
。
１
調
査
区
は
１
２
０
世
帯
（
も
し
く

は
人
口
６
０
０
人
）
以
下
と
さ
れ
、
そ
れ
を
超
え

る
と
2
つ
に
分
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｓ
職
員
は
ボ
ー
村
長
の
自
宅
に
移
動
し
、

第
7
村
の
地
図
を
広
げ
て
ど
こ
で
区
切
る
か
相
談

し
始
め
た
。
す
る
と
、
突
然
の
停
電
。
外
の
気
温

は
優
に
35
度
を
超
え
て
い
る
。
部
屋
に
熱
気
が
こ

プノンペンのオルセー市場第4区第7村のサオム村長（左から2人目）の家で、調査区の地図を作
成するNISのチャン・ニポールさん（左）とシエン・リットさん（右から2人目）。ニポールさんは10年
前の人口センサスにもかかわったベテラン。NIS副局長のリナさん（右）も視察に訪れた

「統計調査集計研修」の一環で、人口センサスの集計プログラム作成実
習を行う高津宏幸専門家（中央）。UNFPAが供与した機材を使用してお
り、人口センサスはさまざまなドナーが協調して支援している

な
る
人
口
セ
ン
サ
ス
は
、
国
の
最
も
重
要
で
大
規

模
な
統
計
調
査
。
中
央
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
だ
け
で
な
く
地

方
政
府
に
も
、
高
い
統
計
能
力
を
持
つ
人
材
が
十

分
に
そ
ろ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し

91
年
ま
で
20
年
以
上
に
わ
た
り
内
戦
が
続
い
た
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
は
、
そ
う
し
た
人
材
の
育
成
も
統
計
調

査
を
行
う
体
制
づ
く
り
も
遅
れ
て
い
る
。
内
戦
後
、

国
際
社
会
の
支
援
に
よ
り
少
し
ず
つ
統
計
整
備
が

進
め
ら
れ
、
98
年
に
は
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
）
の
支
援
で
36
年
ぶ
り
に
人
口
セ
ン
サ
ス
が
行
わ

れ
た
も
の
の
、
改
善
の
余
地
は
多
く
、
ま
た
、
人

口
セ
ン
サ
ス
以
外
の
経
済
セ
ン
サ
ス
や
農
業
セ
ン

サ
ス
と
い
っ
た
基
本
統
計
も
、
能
力
や
資
金
の
制

約
か
ら
実
施
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

「
こ
う
し
た
基
本
統
計
が
な
け
れ
ば
、
国
や
社
会

の
全
体
像
を
き
ち
ん
と
把
握
す
る
こ
と
も
、
国
家

の
開
発
戦
略
や
政
策
を
適
切
に
立
案
し
、
実
行
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
す
。
人
口
セ
ン
サ
ス
の

な
い
貧
困
削
減
戦
略
な
ん
て
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
」

毎
年
、
政
府
が
�
自
動
的
に
�
さ
ま
ざ
ま
な
統
計

を
公
表
す
る
の
を
当
然
の
こ
と
と
し
、
そ
の
数
字

を
疑
う
こ
と
も
な
い
日
本
の
私
た
ち
に
は
、
統
計

が
な
い
こ
と
の
意
味
や
、
統
計
の
重
要
性
を
実
感

す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
柴

沼
さ
ん
が
そ
う
強
調
す
る
通
り
、
貧
困
削
減
も
経

済
成
長
も
、
人
口
や
人
々
の
経
済
状
況
な
ど
実
態

に
基
づ
く
信
頼
で
き
る
統
計
が
あ
っ
て
こ
そ
、
現

実
的
な
目
標
設
定
と
そ
の
達
成
の
た
め
の
堅
実
な

取
り
組
み
が
可
能
と
い
え
よ
う
。

05
年
5
月
、
新
統
計
法
を
制
定
し
、
人
口
セ
ン
サ

ス
、
経
済
セ
ン
サ
ス
、
農
業
セ
ン
サ
ス
の
10
年
ご
と

の
実
施
を
取
り
決
め
、
ま
た
Ｎ
Ｉ
Ｓ
の
各
種
統
計
調

査
の
実
施
権
限
を
拡
大
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
の
要

10
年
後
も
見
据
え
た
人
材
育
成

第7村に接する大通りに出て、GPS（全地球測位システム）受信機を手に位置
を確認するリットさんとトライ・メン・シエンさん（右）、柴沼さん（左）。「統計は
われわれドナーにとっても重要。自分たちが行った事業のインパクトがどれほ
どあったのか、測ることができませんから」と柴沼さんは言う
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地
道
に
歩
い
て
調
査
区
設
定

「政府統計基礎研修」でNIS・関連省庁
職員・州政府統計担当職員の合計40人
に、政府統計の目的と重要性、基礎統
計学・数学などについて講義する井上
俊一専門家（中央）。NISのハン・リナ
副局長は「職員たちは研修に参加でき
たことを満足しており、さらなる研修を
期待している。ほかの省庁からも研修
への参加希望が増えている」と話す
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請
に
よ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
、
各
省
庁
と
地
方

の
統
計
部
局
の
人
材
育
成
を
強
化
し
、
政
府
統
計
能

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
「
政
府
統
計
能
力

向
上
計
画
」（
フ
ェ
ー
ズ
１
）
を
同
年
８
月
に
開
始
し

た
。具

体
的
に
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
職
員
や
計
画
省
州
事
務
所
、

関
連
省
庁
の
統
計
担
当
職
員
を
対
象
に
、
政
府
統
計

の
基
礎
、
統
計
調
査
企
画
、
集
計
、
分
析
、
統
計
利

用
手
法
な
ど
23
コ
ー
ス
の
政
府
統
計
研
修
の
ほ
か
、

人
口
セ
ン
サ
ス
に
向
け
た
調
査
区
設
定
、
経
済
統
計

の
基
礎
と
な
る
事
業
所
調
査
※
の
た
め
の
実
習
を
実
施

し
た
。
講
師
陣
に
は
日
本
か
ら
政
府
の
統
計
局
長
経

験
者
や
統
計
を
専
門
と
す
る
研
究
者
な
ど
、
テ
ー
マ

に
合
わ
せ
て
質
の
高
い
人
材
が
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
側
協
力
機
関
を
、
総
務
省

統
計
局
や
総
務
省
統
計
研
修
所
、（
財
）
日
本
統
計
協

会
、
統
計
分
野
の
技
術
協
力
の
実
績
を
持
つ
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｓ
国
際
協
力
株
式
会
社
な
ど
官
民
合
同
で
構
成
し
、

官
民
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生
か
し
て
い
る
こ
と
が
特

徴
だ
。

Ｎ
Ｉ
Ｓ
の
サ
ン
・
シ
・
タ
ン
局
長
は
「
フ
ェ
ー
ズ

１
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
基
礎
的
な
政

府
統
計
技
術
の
研
修
が
初
め
て
行
わ
れ
、
中
央
・
地

方
の
統
計
担
当
職
員
延
べ
６
６
４
人
が
受
講
し
た
。

研
修
は
、
豊
富
な
知
見
を
持
つ
講
師
の
も
と
、
理
論

と
実
践
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
受
講
者
た
ち
は
『
と

て
も
役
に
立
つ
内
容
だ
』
と
満
足
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
協
力
は
、
統
計
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
と
組

織
・
人
材
の
能
力
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
た
」

と
成
果
を
述
べ
る
。

数
多
く
の
ド
ナ
ー
が
活
発
に
支
援
を
行
う
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
は
、
統
計
分
野
も
例
外
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
ド
ナ
ー
が
各
種
統
計
整
備
を
支
援
し
て
い
る
が
、

統
計
デ
ー
タ
の
完
成
を
よ
り
重
視
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

よ
う
に
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
る
ド
ナ
ー
は
少
な
い

と
い
う
。
柴
沼
さ
ん
は
「
統
計
は
、
た
だ
デ
ー
タ
を

作
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
自
分
た
ち
で

必
要
だ
と
思
う
統
計
調
査
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
自
身

が
考
え
て
実
施
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
、
私
た
ち
は

人
材
育
成
の
プ
ロ
セ
ス
や
自
立
発
展
性
を
大
事
に
し

て
い
る
。
そ
れ
は
フ
ェ
ー
ズ
１
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
だ

け
で
な
く
、
ほ
か
の
ド
ナ
ー
に
も
理
解
し
て
も
ら
え

た
と
思
う
」
と
強
調
す
る
。

06
年
1
月
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
な
ど
ほ
か
の
ド
ナ
ー
の

協
力
や
資
金
拠
出
が
確
定
し
た
こ
と
か
ら
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
政
府
は
08
年
3
月
の
人
口
セ
ン
サ
ス
実
施
を
決

定
し
、
実
施
に
向
け
て
準
備
作
業
を
本
格
化
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
07
年
3
月
に
フ
ェ
ー
ズ

１
を
終
了
し
、
4
月
か
ら
は
人
口
セ
ン
サ
ス
に
重
点

を
置
い
た
フ
ェ
ー
ズ
2
を
開
始
。
今
年
度
は
、
冒
頭

の
調
査
区
設
定
作
業
や
集
計
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど

へ
の
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ェ
ー
ズ
１

で
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
対
象
に
実
施
し
た
事
業
所
調
査
を
、

フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
全
国
に
拡
大
し
て
い
く
予
定
だ
。

タ
ン
局
長
は
「
08
年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
は
わ
れ
わ

れ
に
と
っ
て
ビ
ッ
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
。
国
家
戦
略
に

お
い
て
も
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達

成
を
重
視
し
て
お
り
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
さ
ま
ざ
ま
な
指
標

は
人
口
セ
ン
サ
ス
か
ら
測
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
将
来
の
確
か
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
た
め

に
も
重
要
な
も
の
。
統
計
の
精
度
や
資
金
な
ど
課
題

は
あ
る
が
、
一
人
一
人
が
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
、

実
施
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
気
概
を
高
め
て
い
る
。
柴

沼
さ
ん
も
「
08
年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
は
、
フ
ェ
ー
ズ

１
で
強
化
し
た
基
礎
能
力
の
成
果
が
問
わ
れ
る
�
試

金
石
�
。
こ
れ
が
成
功
す
れ
ば
、
基
本
的
な
統
計
調
査

を
今
後
は
自
力
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ

う
。
今
年
は
試
験
調
査
を
重
ね
て
手
法
を
固
め
、
来

年
の
本
番
調
査
に
備
え
た
い
。
ま
た
、
人
口
セ
ン
サ

ス
が
無
事
終
わ
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

調
査
の
経
過
を
記
録
に
残
し
、
教
訓
を
次
に
生
か
し

て
い
く
と
と
も
に
、
導
入
し
た
国
際
基
準
を
満
た
す

新
し
い
技
術
を
含
む
統
計
能
力
を
磨
く
努
力
を
続
け

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
２
０
１
８
年
の
人
口
セ
ン
サ
ス

は
彼
ら
自
身
で
で
き
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
ず
っ
と

残
る
技
術
を
伝
え
た
い
」
と
意
気
込
む
。

来
年
3
月
の
�
本
番
�
ま
で
あ
と
半
年
。
さ
ら
に
そ

の
10
年
後
も
見
据
え
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
日
本
を
含
む

ド
ナ
ー
と
の
�
二
人
三
脚
�
の
奮
闘
を
応
援
し
た
い
。

2005年7月からNISに配属されてい

る青年海外協力隊の小暮克夫さんは、

統計の基本ソフトウエアを使った調

査・分析方法などの技術指導に取り組

んでいる。

「カンボジアでは、職場で情報や技

術が共有されなかったり、上司が若手

職員をケアできていない。また、適切

なトレーニングを受ける機会がないた

め、基礎統計能力やコンピュータース

キルが低い」

そこで小暮さんは、特に若手人材の

育成に力を入れ、NISの若手職員を講

師に抜擢
ばってき

して、彼らと地方を巡回し、

全24州の計画局や地方政府の職員を対

象に研修を実施。「伸び盛りの職員に

責任ある業務を任せることで、彼らの

やる気も高まるし、講師を務めること

で高度な知識も身に付けられる」。

そうして能力と自信を高めた若手職

員がJICAのプロジェクトやほかのドナ

ーの事業にかかわるチャンスを得た

り、海外研修に参加したりして、活躍

の場を広げている。そんな彼らの姿を

見ることが小暮さんのやりがいにつな

がっているそう。

「研修が定着し、若手が伸びれば、組

織はもっと発展すると思う」と言う小

暮さん。今年7月に任期を終えたもの

の、9月に短期隊員としてカンボジア

に戻り、引き続き人材育成に尽力して

いる。

若手人材の育成を支える
青年海外協力隊

統計ソフトウエア研修の受講者と小暮さん（後列右
から2人目）

NOTE
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フェーズ１では、プノンペンの製造業を中心に事業所調査を実施。調査員は町を歩いて1軒1
軒、事業所か住宅かを確認し、事業所であれば事業の詳細や従業員数などを聞いて記録して
いく。「カンボジアの2006年の経済成長率は10.8％だが、事業所調査をはじめ、経済統計の
基盤整備ができていないため、推計に基づいている部分も多い。事業所調査ができれば、正
確な経済規模や産業の伸びなどが分かる」と柴沼さん

「調査結果利用研修」で、JICAが支援したコンピューターを使って統計調査の結果表作成と
分析の実習を行う研修参加者。プロジェクトで行われたこれらの研修は、参加者から「基礎
的な統計の重要性を改めて理解し、統計能力を高めることができた」と好評を得ている
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※事業所・企業を対象に、業種、従業員規模、本所・支所の別、開設時期などを調べる統計調査。

p34-37_Field Sketch  07.10.9 11:56  ページ 036 (1,1)


